
組み合わせ（その２）解答

【問題】

（１）Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの６人から２人の組を作るとき、組は全部で何通りありますか？

　≪解答≫樹形図

　　樹形図のとおり　５＋４＋３＋２＋１　＝　１５

　　答え：１５通り　

　≪解答≫計算

　６　×　５　÷　２　＝　１５

　答え：１５通り

（２）Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの６人から３人の組を作るとき、組は全部で何通りありますか？

≪解答≫樹形図

　Ａ－Ｂ－Ｃ　　　Ｂ－Ｃ－Ｄ　　　Ｃ－Ｄ－Ｅ　　　Ｄ－Ｅ－Ｆ

　　　　－Ｄ　　　　　　－Ｅ　　　　　　－Ｆ

　　　　－Ｅ　　　　　　－Ｆ　　　　－Ｅ－Ｆ

　　　　－Ｆ　　　　－Ｄ－Ｅ

　　－Ｃ－Ｄ　　　　　　－Ｆ

　　　　－Ｅ　　　　－Ｅ－Ｆ

　　　　－Ｆ

　　－Ｄ－Ｅ

　　　　－Ｆ　　　　　　　　　　　　　　１０＋６＋３＋１　＝　２０通り

　　－Ｅ－Ｆ　　　　　　　　　　　　　　答え：２０通り

（次のページに続く）

算数　DIY  https://sansu-diy.com/



≪解答≫計算

　６　×　５　×　４　÷　６　＝　２０

　答え：２０通り

（解説）

　６人から一人選ぶのは　　　　　　６通り

　一人抜けた５人から一人選ぶのは　５通り

　二人抜けた４人から一人選ぶのは　４通り

　よって６人から３人選ぶのは　６×５×４＝１２０通り

　しかし、並べるならこのままでいいですが、今回は選ぶなのでこのままではいけません。

　なぜなら

　Ａ－Ｂ－Ｃ、Ａ－Ｃ－Ｂ、Ｂ－Ａ－Ｃ、Ｂ－Ｃ－Ａ、Ｃ－Ａ－Ｂ、Ｃ－Ｂ－Ａ

　の６つは並べるなら違うものですが、選ぶなら全て同じ３人組と考えられます。

　よって１２０通りの中で３人選ぶのに同じ選び方が６種類あるので、それを同じと考えるために

　全体を６で割らなければなりません。

　１２０　÷　６　＝　２０

　答え：２０通り
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